
（１日目） １２月１４日（木） 午前９時３０分から

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

1 大山由郎
子どもが主人公の町を目指せ（子どもの声をまちづくり
に活かせ）

教育長・町長

2 藤本一昭
ＤＸの導入で事務効率の向上で郵送費の減少とペーパー
レスを

町長

地域通貨としてのたかＰＡＹの導入を 町長

学校給食費の無償化の検討を 教育長

3 橋尾哲夫 各単位老人クラブの活性化について 町長

ウォーキングコースの整備について 町長

エーデルささゆりの個室の完備について 町長

4 廣畑幸子 学校の防犯対策の今後は 教育長

5 吉田政義 町道の街路樹・植樹帯は必要か 町長

6 市位裕文 多可町の「八千代区グルメロード」 町長

7 清水俊博 多可町が誇るブランド「播州織」更なる飛躍を願う！ 町長・教育長

増加する「空き学校等公共施設」戦略をもって活用を！ 町長・教育長

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

8 門脇保文 高齢化社会における対策　認知症対策 町長

多可町各施設の経営状況　増収に向けて何が出来るのか 町長

9 藤原清勝
今後の多可町地域振興プレミアム付商品券を使いやすく
する工夫を

町長

多可町では、教育現場、家庭内での子ども達への体罰を
どのように受け止めているか

教育長

10 内橋志郎 敬老の日提唱のまちにふさわしい高齢者施策の実現を 町長

移住・定住策の一丁目一番地は 町長

11 笹倉政芳 2025大阪・関西万博への挑戦 町長

12 足立吉継 育児休業取得を推奨し、独自の支援策を 町長

手続きを簡略化し、移住定住者を増やせ 町長

13 門脇敎蔵 高齢化社会への対応について(フレイル予防策) 町長

死亡時の事務手続きについて 町長

令和５年 第１２４回多可町議会定例会　一般質問

（２日目）１２月１５日（金） 午前９時３０分から



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 大山 由郎        

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１１月２０日 
 
午前・午後 ８時３０分 

１ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.子どもが主人公の町を目指せ（子どもの声をまちづく

りに活かせ） 

教育長 

町長 

 〇命を守られ成長できること 

〇子どもにとって最もよいこと 

〇意見を表明し参加できること 

〇差別のないこと 

など４つの原則を定め、 

〇生きる権利 

〇守られる権利 

〇育つ権利 

〇参加する権利 

など、４つの柱を掲げる「子どもの権利条約」が国連で採択され３０年以上が

経った。各国は子どもの権利を守ろうと自らの行動について目標を掲げて取り

組みを進めている。そしてわが国では２０２３年４月「こども家庭庁」が発足

し、また「こども基本法」も施行された。 

①  全てのこどもについて、個人として尊重されること、基本的人権が保障され

ること・差別的取扱いを受けることがないようにすること。 

②  全てのこどもについて、適切に養育されること・生活を保障されること・愛

され保護されること等の福祉に係る権利が等しく保障されるとともに、教

育基本法の精神にのっとり教育を受ける機会が等しく与えられること 

③  全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、自己に直接関係する全

ての事項に関して意見を表明する機会・多様な社会的活動に参画する機会

が確保されること 

④  全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、意見の尊重、最善の利

益が優先して考慮されること 

⑤  こどもの養育は家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的

責任を有するとの認識の下、十分な養育の支援・家庭での養育が困難なこど

もの養育環境の確保 



⑥  家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境の整備 

 

 以上の基本理念のもと、子どもの権利を守り、国の施策に子どもや子育て

当事者の意見を反映していく方針を「こども基本法」が示している。 

 近年、マスコミでの「子どもの声は騒音」問題をよく見聞きする。しかし

「子どもの声を聞く」という視点はない。長野市の公園廃止問題など、地域

が子どもを育むという人間関係が崩壊しつつあるのではないか。これらの

事象を参考に、子どもの声（意見）をよく聞き、子どもの参画で笑顔あふれ

る子どもにやさしいまち多可町を推進するべきだ。 

 

１．子どもの声をまちづくりに活かせ《子どもに直接意見を聴く。子どもの意

見の尊重》 

２．子どもによる地域活動を支援せよ《次世代に向けた仕組みづくり》 

３．「子どもにやさしいまちづくり」を推進せよ《これまでの福祉（児童・障

がい者）・教育・青少年対策などの諸分野に分かれている子ども施策をま

ちづくりという視点でとらえ直し、包括的に推進していくべきだ（社会的

包摂）》 

 

 

 

 

 

 

 

２. 

 

 

 

 

 

３.  

 

 

 



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 藤本 一昭 

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１１月２１日 
 
午前・午後１１時０３分 

２ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.DX の導入で事務効率の向上で郵送費の減少とペーパー

レスを 

町長 

政府は、DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進しています。 

多可町でも DX 推進本部を立ち上げ取り組まれています。 

行政は、既存のアナログの事務処理から脱却して、デジタル化の推進で単純

作業を減らして質の高い行政事務を推進していくべきであります。 

課題の１つ目に、役場の事務の省力化と業務の正確性の確保のために、（膨大

な公文書を郵送に付しています。）DX による様々な行政事務が、図られて推進

すべきであります。 

このような中、役場は住民に対しての各種通知、連絡、案内などを全て郵便に

付しております。 

多可町に郵便料金及び郵便の発送状況の報告を頂きました。令和５年９月に

は、郵便は約 16,700 通で郵便料金は、1,773,919 円で１年間の郵便の総数は、

約３０万通を超えております。そして郵便料金は３１９４万円を支払っている

とのことです。 

政府は、公文書を電子行政文書と捉えて行政文書の管理に関するガイドライ

ンと規定しています。 

郵便で通知するから、E メールなどを活用して、IT の時代にあった行政を展

開すべきであります。そして郵便料金の削減を図るべきであります。 

 ２つ目に、DX を推進することで、庁内のペーパーレス化を図るべきでありま

す。 

 ４年度の決算審査の中で、役場が業務で印刷するコピー紙の総数は、約２７

０万枚とのお話を伺いました。役場行政も積極的にペーパーレスの方向に取り

組む必要があります。役場は、今後取り組みとして公文書のペーパーから電子

データに転換する時期であると考えます。 

多可町議会では、２年前よりタブレットを活用してのサイドブックスのシス

テムを導入して、完全ペーパーレスになっています。 

そこで改めて、役場がこのペーパーレスに取り組む姿勢と決意をお尋ねしま



す。 

２.地域通貨としてのたか PAY の導入を 

 

町長 

近年では、２次元コードを活用しての、電子決済ペイ（キャッシュレス決済）

が浸透しています。これを利用して、かねてよりの課題である、地域通貨をポ

イントなどとして付与することが、近隣自治体でも利活用されています。 

多可町も健康ポイントやボランティアポイントなどを付与されていますがポ

イントの利用においては、アナログでの事務をしています。 

そこで、地域通貨としての仮称「たか PAY」を多可町商工会と共同で推進すべ

きものと考えます。 

先ほどの郵便から E メールへの希望者に郵便料金の軽減分をポイントとして

付与する誘導特典を展開できるものと考えますが、合わせて町長の答弁を伺い

ます。 

 

３.学校給食費の無償化の検討を 教育長 

 給食無償化を求める質問をしてからの２年間に近隣自治体では、学校給食費

の無償化を実施する自治体が増加しており永続的な状況となっています。 

改めて学校給食費の無償化の実現を求めます。 

 多可町では実際、１食の食材費は、中学生では、２７０円であります。ここ

数年間は物価高騰であり、多可町では、政府の地方創生交付金を活用して物価

上昇分を助成金とし予算を投入しています。 

 現在、課題なのは、給食費の値上げなくして給食の継続は難しい状況であり

ます。今回、制度設計としては、基礎となる１食の単価を仮に２００円として

値上げした、給食費との差額を公費で負担する、一部助成する案です。 

または、給食費を完全に無償化する。このどちらかの選択が望ましいと考えま

す。 

 大切な子どもたちが義務教育の９年間の教育としての給食の制度でありま

す。給食費の無償化で保護者の経済的負担の軽減を図るべきでありますが、教

育長の所見を求めます。 

 

 



一 般 質 問 通 告 書         【第１２４定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 橋尾 哲夫 

受  領  日 番号 

令和 ５年１１月２８日 
 
午前・午後 ０時０４分 

３ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.各単位老人クラブの活性化について 

 

町長 

 多可町老人クラブ連合会は３支部（中、加美、八千代）から構成されていま

す。八千代支部から坂本、柳山寺、上三原の３単位老人クラブが脱退されまし

た。中支部にも脱退単位老人クラブがあります。３支部の実情はそれぞれ違い

ます。 

（１）  単位老人クラブの助成金の増額 

活動している単位老人クラブでは助成金９万円では少ないとのことで

す。 

普通のクラブは助成金の町報告が煩わしいので簡素化をすること。会計

担当者のなり手がいません。 

（２）  単位老人クラブ会長に報償を支給すること。 

各集落の区長にはすでに町から報償が支給されています。 

（３）  各単位老人クラブは女性会員が男性会員より多く、中三原単位老人クラ

ブでは女性の加入率は６３％以上です。女性が三役になればクラブに１

人当たりとしての助成金を支給すべきです。男性が少なく三役のなり手

がいない状況です。各集落の女性三役に助成金がでています。同様にす

ることです。 

町としても老人クラブの活性化が町行政の重要な柱の１つです。 

町長の答弁を求めます。 

２.ウォーキングコースの整備について 

 

町長 

 多可の森健康ウォーキングとして、町内に１９コースあります。 

（１）いぶきの森、牧野大池周辺、梅花藻の３コースにトイレがありません。

早急にトイレを設置すること。参加者から、特に女性ハイカーの要望が

強く、リピーターを増やすためにも必要です。 

（２）各コースの山頂に落雷や雨除けの避難場所東屋を設置すること。 

人身事故が起きてからでは遅すぎます。 



町長の答弁を求めます。 

 

３.エーデルささゆりの個室の完備について 町長 

多可町はクアオルト協議会に加入し、健康保養地（健康増進）として取り組ん

でいます。 

各ウォーキング参加者は宿泊する施設はエーデルささゆりです。 

本館の２階の５洋室にシャワー室と風呂がありません。 

斎藤兵庫県知事も訪問されています。 

健康保養地施設としては少し時代遅れです。 

早急に風呂等の設備を完備することです。 

町長の答弁を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 通 告 書  【第 124 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 廣畑 幸子 

受 領 日 番号 

令和 ５年１１月２８日 

午前・午後 ４時４０分 
４ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.学校の防犯対策の今後は 教育長 

現在各小学校中学校には防犯カメラが設置されています。設置数は小学校で

は２～４カ所、中学校では３～５カ所です。 

設置場所は各学校によって違い、児童生徒昇降口や自転車置き場など学校で

気になるところに設置してあります。 

私は多可町の学校施設、特に小学校施設は、近所の子どもたちが遊びに来る、

休みの日でも遊べる、ご実家に帰ってこられる小さな子どもたちも遊びに来

る、おじいちゃんおばあちゃんが孫と一緒に安心して遊べるという開放感もあ

って良いなと思っていました。しかし、昨今の不審者の事件などを見たり聞い

たりすると、不安を感じられる方も少なからずある事が分かりました。 

住民の方から「学校の防犯カメラってどれくらい設置してあるのでしょ

う？」「学校に入るつもりなら、どこからでも入れるように思います。不安が

あります。」と。 

私の都市部と比べると開放感があっていいなという思いは、角度を変えて見

ると不安や戸惑いを感じる要素なのだと改めて考えさせられました。 

では、それならフェンスを高くすれば良いのか、入れないように鍵をかける

と良いのか、防犯カメラをどんどん設置すれば良いかなどはそう簡単なもので

はありませんし、もし防犯カメラだらけになれば、子どもたちの萎縮を招くこ

とにもなりかねません。これでは本末転倒になってしまいます。 

そこでお聞きします。まず学校、特に小学校の防犯対策をお聞かせください。

また防犯カメラの設置数は適正でしょうか。先ほど申しましたように、増やし

てさえ良いというものではありませんが、現在の台数で、また場所で事足りて

いるのでしょうか。今後はどう考えていくのですか。学校の考えもあるとは思

いますが、教育委員会としての今後の見通しを聞かせてください。 

学校のことを考えるコミュニティ・スクールがありますが、現在の状況はど

うなっていますか。学校に地域の方々の出入りが多ければおのずと防犯になり

ます。コミュニティ・スクールの会議の中でそのような話し合いや働きかけが



あったのでしょうか。メンバーさんだけでなく地域の方々をも巻き込んだ活動

は考えられないのでしょうか。 

２. 

３. 



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】  

 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 𠮷田 政義       

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１１月２９日 
 
午前・午後 ０時５６分 

５ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.町道の街路樹・植樹帯は必要か 

 

町長 

 大きな道路には街路樹や植樹帯があります。歩道に植樹帯の必要性は 1．道

路景観の向上 2．季節感の演出 3．沿道の環境保全 4．歩車道分離機能の強化

5．緑陰の提供 6．視線誘導 7．防風・防じん・防煙・防火・騒音の緩和 8．大

気の浄化 9．ヒートアイランド現象の緩和 10．生物の生息場所の確保などです。

植樹帯は位置、樹種の選定、樹木の規格形状、配植、樹木保護工の種類や形状

などに詳細な検討が必要です。また、設置には歩道幅員が 3.5ｍ以上必要とさ

れています。植樹帯は道路空間をより安全で快適なものにし、環境を保護する

役割を果たします。 

 街路樹の植えられる理由に景観のメリットとして、1．景観の形成 2．並木道

などの装飾機能 3．ランドマーク 4．目隠し効果 環境保全のメリットとして

1．騒音低減 2．大気浄化 3．ヒートアイランド緩和 緑陰形成のメリットとし

て 1．直射日光の遮断 2．日陰効果で暑さを防ぐ 3．防雪予防 4．強風の緩和 5．

砂塵予防 6．雨を防ぐ 交通のメリットとして 1．対向車ライトなどの眩しさ

を遮る 2．前照灯の影響を防ぐ 3．ガードレール効果 自然環境と防災のメリ

ットとして 1．土壌の浸食を防ぐ 2．飛砂を防ぐ 3．吹雪を防ぐ 4．火事の延焼

を防ぐなどです。 

 自然の少ない都市部では、必要だと思います。樹木の多い地方では、喘息な

どの病気や熱中症予防にもつながっています。地域によってメリットは違って

くると思います。多可町ではいくつ当てはまるでしょうか。そのメリットは理

解しておりますが、街路樹・植樹帯の管理が十分できておればです。年に２回

程度の草引きや剪定では、その間草は生え放題です。落ち葉や樹木の倒伏も問

題があります。普段落ち葉は誰が掃除をするのですか。近所の人は大変だと聞

きます。落ち葉で自動車がスリップする場合もあります。側道から本道に入る

場合も左右が見えづらく、交通事故の原因にもなっています。 

 街路樹・植樹帯を取り除き、コンクリート張りにしてはいかがですか。一時

の費用は必要ですが、長く維持管理をする費用を考えれば安くつくと思いま



す。今一度街路樹・植樹帯を考え直す必要があると思います。 

町長の見解を伺います。 

 

 

 



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 市位 裕文 

 

受  領  日 
番

号 

令和 ５年１２月 ４日 
 
午前・午後 ８時３０分 

６ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.多可町の「八千代区グルメロード」 

 

町長 

 多可町には現在沢山の観光客が来られています。2 か所の道の駅や余暇村公

園、ラベンダーパーク、マイスター工房などの観光地を中心に、車や自転車・

オートバイで、特には隊列をなしてこられています。古民家を改装したレスト

ランも人気があり沢山の車が駐車してあるのが、見て取れます。 

私の地元にはマイスター工房の人気店があり、営業日には駐車場に溢れん

ばかりのお客が来られています。横の豆腐屋にも来られています。買い物や食

事のあとは、当然そのまま帰られますがもったいないと思います。 

このマイスター工房を中心に、八千代区の北部地区には県道沿いに、門田集落

の人気蕎麦店・下村のお好み焼き屋、横屋の懐石料理店、中村のマイスター工

房の喫茶店や巻きずしなどの買い物、坂本の豆腐の販売と食事、大屋のネイチ

ャーパークでの宿泊やバーベキューなど加美区の西脇の宿泊を兼ねた食事

処、寺内には有名な喫茶店が二か所、的場の播州百日どりの食事処や販売店、

鯛焼き店などがあります。県沿いから国道に至るまで沢山の食事関連の店舗

があり、各店舗がおのおの特徴で賑わっていますが、それぞれが点です。点と

点を結び線になり、グルメロード、「八千代グルメロード」と銘打ちアピール

すべきですが、いかがですか。更なる相乗効果があると考えられます。観光客

の増加は多可町のイメージアップにつながり、古民家空き家などによる移住

定住促進にも繋がります、八千代グルメロードの考え方を多可町としてアピ

ールしてはいかがですか。 

神河町は銀の馬車道をアピールして、古民家カフェ、食事処を誘致していま

す。八千代区には偶然にも沢山の食事関連の店舗が連なっています。 

八千代グルメロードのアピールをして、多可町の人気をアップしてください。 

西脇の知名度はありますが、合併してからも、３つの発祥の町としていますが

更なる八千代グルメロードのアピールにより観光客の増加を図るべきです。 

町長のお考えをお聞かせください。 

 



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳様 

多可町議会議員  清水 俊博 

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１２月 ４日 
 
午前・午後 ８時３０分 

７ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

1. 多可町が誇るブランド「播州織」更なる飛躍を願う！   町 長 

  教育長 

 播州織は 200 年以上の歴史があり、海外の有名ブランドにも採用される高

級素材です。しかし近年、安価な海外製品に押され、最盛期の 1970 年代には

1500 社近くあった専門業者も今や 1 割以下に減少。特に 50 歳以下の事業主

はわずか 14 人と後継者不足が深刻です。そのような逆風の中、若手の職人さ

ん達は新たな可能性に挑む。その一人の工場では、銀の加工糸を用いたタオル、

極小のガラスビーズを含む糸を使って光を反射するジャケットなどを試作中。

「職人も自分でアイデアを具現化する力が必要な時代」と語って。開発した素

材を消費者にオンラインで見せながら製品に仕上げ、直接販売等新たな手法も

模索されている。そのような取り組みの中、直近のデータ「経済の動き 11 号」

では、全業種では持ち直しつつあるが、繊維関連「織物・染色等々」をみると

見通し悪し、65％の現状にあります。 以下伺います。 

1. 近隣市では、いち早く取り組み、高校でも採用、本町の取組みは  

2. 地場産業支援、併せて「ﾓﾁﾍﾞ-ｼｮﾝ UP」策、是非取り組むべきでは 

2.増加する「空き学校等公共施設」戦略をもって活用を！   町 長 

  教育長 

 少子化に伴う児童生徒数の減少等により、全国では毎年約 500 校程度の廃校

施設が生じています。廃校施設は地方公共団体にとって貴重な財産であること

から、地域の実情やニーズを踏まえながら有効活用していくことが求められ 

空き公共施設等増加する施設への対応が大きな課題となっています。 

小中学校などの教育施設、一般施設、道路、河川などのインフラ施設について

も、それぞれ資産累計別計画の策定が進み、町有施設の総合的適正管理に取り

組んでいるところです。このたび、令和 3 年度までの公共施設等総合管理計画

の見直しに当たっての留意事項も示されました。町有資産総合管理方針の進捗

の確認と、より効果的な取組みとなる見直しが行われることにより、最適化さ

れた施設が次の世代へ引き継がれ、安心・安全で持続可能な住民サービスが提

供されることを願います。合併以来、少子高齢化の更なる進展による廃校、 



更に、中学校統合による中町、加美、八千代中学校施設も対象となります。学

校等空き施設の解消に向けた課題として①アクセスが悪く不便で活用の可能

性が少ない②PR が必要だが１自治体ではうまくいかない③学校施設なので、

国庫返還があるのでは等々想定する課題も散見されます。地元の理解、協力を

得ることは勿論ですが、スピードを上げ取り組む必要があります。今、文科省

が全国の廃校情報を集約し課題解決を手助けする「みんなの廃校」というウェ

ブサイトがあります。本町のこれまでのスキル、ノウハウを活かした取り組み

と併せて「空き学校施設等」解消にむけ急ぎ取進むべきではありませんか。 

因みにＲ５．12/1 現在、サイト登録数は北海道から沖縄まで４１都道府県、 

１８６市町村、341 学校です。本町の登録はありません。以下伺います。 

1. 空き公共施設の現状は・行政財産、普通財産別に 

2. 施設維持に関しての管理費用は 

3. 今後の活用方法及び解消方法の具体を示して下さい。 

  

  

 



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】 

 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 門脇 保文        

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１２月 ４日 
 
午前・午後 ８時３０分 

８ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.高齢化社会における対策 

   認知症対策 

町長 

2025年には高齢者の5人に一人が認知症になると言われております。多可町において

は、色んな対策が検討され実施されています。元気アップ広場、絆カフェ、認知症サポ

ーターが中心になったボランティア組織「チームオレンジ多可」、認知症予防プログラ

ム「コグニケア」等がそれらに当たります。 

今年度も認知症対策として神戸大学との協力によりコグニケアが開催され、公募者 25

名の参加により取り組まれました。来年の 1 月に終了するのですが、参加者の皆さんよ

り好評であるために、引き続きお願いしたいとの要望もありますが、只問題は月会費が

高いのが問題です。年金生活の方々においては大きな出費に当たります。 

この会に参加された方は、背筋も伸び、片足バランスもできるようになり、体の調子

が良くなったと聞いております。一度に二つの動作を行う二重課題もこなせるようにな

りかなりの認知症対策ができたように思います。多可町民の皆様に広く呼びかけ参加し

て頂き、認知症対策に取り組んで頂きたい。町長の所見を問う。 

２.多可町各施設の経営状況 

   増収に向けて何が出来るのか 

町長 

多可町の指定管理を受けている施設について問う。 

今回は特に「エーデルささゆり」宿泊施設についての今後の対策。 

まず現状として 

１．宿泊室料 8,831,450円とあるが、年間何名の方が宿泊されたのか。 

２．婚礼に対して最大何名の収容があったのか。最少は何名か。 

３．婚礼客で宿泊されたのは何名か。 

４．健康運動関係の人の宿泊は何名であったか。 

多可町唯一の宿泊施設であり、多可町への集客率を上げるためにも、幅広いお客様を

増やすためにも、増設が必要ではないか。大阪・関西万博を見据えて、観光客が訪れる 

中に於いて、この施設の位置付けとどのような対応策を講じておられるのか。町長の所

見を問う。 



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 藤原 清勝       

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１２月 ４日 
 
午前・午後 ８時３０分 

９ 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.今後の多可町地域振興プレミアム付商品券を使いやす

くする工夫を 

町長 

多可町地域振興プレミアム付商品券の使用期限が、来年 2 月 27 日までとなっ

ています。17208 セット発行されています。物価高騰が続く中ですので、応募

者全世帯に発行されています。大変役立って使っておられると考えます。ただ、

高齢者の方から、こんなことをお聞きしました。それは、日常生活で 1000 円

以内の買い物が多いのですが、プレミアム付商品券はおつりが出ないので、わ

ざわざ 1000 円以上の物を無理して買っていますというお話でした。今後、こ

のような高齢者の方々のためにも、５００円券も用意してくださると大変使い

やすくなるはずです。なんとか申込み時点で、1000 円券と 500 円券を工夫して

受付ができるようにならないものかと考えます。 

２.多可町では、教育現場、家庭内での子ども達への体罰を

どのように受け止めているか 

教育長 

市教委などによると 10 月 25 日愛知県豊田市で、小学校の 40 代男性教諭が、

算数の授業態度が悪かったとして教室で 5 年生の男子児童に、授業中の態度を

指導した際、左耳やほほを複数回平手打ちしたもので、児童は鼓膜が破れる全

治 1 か月の大けがをしました。担任教諭は男児から体罰を受けたと聞いたが、

保冷剤を与えるにとどめ、病院に連れて行かず、保護者にも連絡しなかった。

担任は同日午後５時ごろ、他の児童からの話で知ったという保護者から電話を

受けて、初めて謝罪。男性教諭が電話で謝罪したのは、翌日になってからだっ

た。という報道です。では、文部科学省からの通知、学校教育法、児童虐待防

止法、児童福祉法などでは、体罰をどのように受け止めていますか。また、多

可町としては、どのような対策をしていますか。 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 通 告 書         【第１２４回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 内橋 志郎         

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１２月 ４日 
 
午前・午後８時３０分 

10 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.敬老の日提唱のまちにふさわしい高齢者施策の実現を 

 

町長 

 近年の社会情勢不安から、物価の高騰の影響が、特に生活を年金に頼る高齢

者世帯の家計に重くのしかかり、将来不安が強まっているように思います。 

このような状況から、国は、経済対策に盛り込まれた低所得世帯への年内給

付に向けて動いており、少しでも不安解消につながることに期待するところで

す。しかしながら「一般的な給付」だけでは、抜本的な解消には至らないよう

に感じます。多可町では、敬老の日発祥の町として、おじいちゃん・おばあち

ゃん子ども絵画展はじめ、敬老の歌「きっとありがとう」のＰＲなどで敬老の

精神を受け継いでいく施策を展開されています。 

でも、高齢者自身が生きがいを感じ、生き生きと暮らし続けていくためには、

やはり、ある程度の収入と地域や社会に貢献出来ているという実感、役割が必

要と考えます。今後、後期高齢者医療保険料、介護保険料などの増額はあって

も、それを上回る年金額の増額は考えられにくく、多可町独自の施策が必要と

考えます、そこでお尋ねします。 

 ①人手不足で悩んでおられる多可町内の事業所で、町内高齢者の雇用はどの

程度進んでいるのでしょうか？また、各事業所において、元気で働きたい高齢

者への需要は、どのような状況なのでしょうか？ 

 ②新規または拡張する事業所に対して、雇用奨励金で支援しています。同様

に、高齢者雇用枠を設定し、多可町の高齢者を雇用する事業所へ、高齢者雇用

奨励金などの支援によって、事業所も高齢者も助かる仕組みを検討してはどう

でしょうか？ 

 ➂地域共生社会のまちづくりを進めるうえで、今後立ち上げを予定されてい

る「地域運営組織」の活動を支える元気な高齢者が、そこでの活動から収入を

得られるような仕組みを構築していくことも必要ではないでしょうか？ 

 

 

 



２.移住・定住策の一丁目一番地は 

 

町長 

 先月２２日の神戸新聞に、転居先市町選びで、兵庫県が独自で調査をした結 

果が掲載されていました。 

この調査の目的は「住宅施策を探るため」のもので、兵庫県内の子育て・新 

婚世帯のうち、過去１０年間に引っ越しした世帯を対象に、何を重視して転居

先の地域を選んだのかを問うものでした。 

これによると、７６％が「子育ての施策は影響せず」と回答し、誰もが重視 

したのは、「価格や家賃」(７９．３％)、次いで「部屋数や間取り」、「職場

への通勤利便性」、「買い物などの生活利便性」が続いていました。 

そこで、お尋ねします。 

 ①少子高齢化が急速に進んでいる多可町では、若者の移住定住は最優先施策 

の一つと考えます。ここ数年、移住や定住の相談が急増している多可町にとっ 

て追い風が吹いています。若者世代の転入をどのように分析されていますか？ 

②多可町は、幸い土地が安く、部屋数や間取りは比較的広い空き家は、たく 

さんあると思います。各集落で増え続けている「空き家」は、このまま放置す

ると生活環境の悪化につながります。今一度、「空き家」を「地域資源」と捉

え、空き家バンクへの登録を促し、所有者や集落の意向を踏まえつつ、例えば、

若者世代への空き家の利活用策を抜本的かつ集中的に進めてみてはいかがで

しょうか？ 

 ③若者世代への移住・定住を進めることと併せて、高齢者の移動手段も確保

していかなければなりません。それには、生活利便性を向上する公共交通の抜

本的な再編が必要と考えます。今後の対策について、どのようなスケジュール

感をもって進めていく予定なのか？お尋ね致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 通 告 書         【第 124 回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 笹倉 政芳        

 

受  領  日 番号 

令和 ５年１２月 ４日 
 
午前・午後 ８時３０分 

11 

質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１.2025 大阪・関西万博への挑戦 

 

町長 

2025 年の４月から半年間にわたり世界 153 の国と地域が参加して大阪・関

西万博が開催されます。大阪での開催は２回目で前回は 1970 年私が高校生の

時でした。学校から全校生が見学に行ったことを思い出します。当時は月の石

や太陽の塔などが人気で 6420 万人もの人が訪れそれは大変な賑わいでありま

した。あれから半世紀以上たった今回は時代背景、世界情勢も大きく変わった

ことや、パビリオン建設費高騰など大きな問題を抱え工事の遅れも懸念され今

の所は万博に対する盛り上がりは欠けているように思われます。  

そんな中ではありますが、兵庫県は「命輝く未来社会のデザイン」をテーマ

に開催される大阪・関西万博を契機に地域が主体となって発信し、兵庫全体に

多くの人を呼び込み、見て、学んで、体験していただく「ひょうごフィールド

パビリオン」の取り組みを各自冶体に推進しています。  

万博後も交流人口を増やし地域の活性化を想定しています。そこに大きな期

待をするところですが、多可町は神戸や姫路などに比べると知名度も低いし交

通網も乏しい町です。  

関西パビリオンの中には「市町の日」や「兵庫県ゾーン」が設けられますが

その機会をうまく活用して万博来場者が多可町に、そして北播磨に魅力を感じ

てもらえる仕掛けをするかが大きなカギを握っていると考えます。  

今後、開催まで５00 日を切った万博に向けてどのようにアピールし地域の活

性化に挑戦していくのか町長の見解をお聞きします。  

 

①  フィールドパビリオン認定事業者の取り組み内容は。 

②  観光資源をめぐる周遊コースや体験メニューの計画は。 

③  会場でのイベントや PR の計画は。 

④  商工会や近隣市町との連携事業は。 

⑤  予算の見通しは。 

以上答弁を求めます。 
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質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

１. 育児休業取得を推奨し、独自の支援策を 

 

町長 

先月 29 日に人事院から２２年度の国家公務員の育児休業取得状況が発表され

ました。一般職常勤の男性職員の取得率は前年度比９．７％増の７２．５％と

なり、初めて７割を超え、また女性は９９．１％だったとのことです。 

今は私が子どもの時と比べても随分と子育ての仕方が変わってきています。 

母親だけではないですが、まだまだ母親の負担は大きいので男性の育休取得が

当然にならないといけません。皆で子育て支援するよう醸成を高めないと子ど

も増えません。年休取得中の方に対しての支援、またそれを推奨する企業にも

支援が必要だと思います。 

そこで質問します。 

１点目、多可町役場の男女の育休取得率はどうなっていますか。 

２点目、町内の事業所の男女の育休取得率はどうですか。 

３点目、多可町商工会と連携し、育休取得を推奨される企業に支援する仕組み

を作られてはどうでしょうか。町長の見解をお聞きします。 

２．手続きを簡略化し、移住定住者を増やせ 

 

町長 

住民の方から多可町の農地付きの古民家を購入される際のお話を聞きました。 

その際の手続きが他の市町村より煩雑で、売り側としても売りにくく、売れや

すい物件にするために農地と宅地を切り離して売却する方も多いと聞きまし

た。放棄田や荒れた畑などが増える原因にもなり、また多可町が移住定住しに

くい土地だという認識にもなりかねません。そこで質問します。 

新規就農の営農計画書の書類に区長、水利水路管理者、農会長、農業委員の方々

から印鑑をいただく欄がありますが、これはなぜですか。またこれをすること

によりどういった効果がありますか。 

町長の見解をお聞きします。 
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質 問 の 項 目 及 び 内 容 答弁を求める者 

1.高齢化社会への対応について(フレイル予防策) 

 

町長 

深刻な高齢化社会を敏感に感じ取り、我が国でも様々な高齢化対策が行われ

ています。今後の高齢化社会を生き残っていくためには、高齢化対策が必要不

可欠であると考えます。 

ここ 3・4 年はコロナ禍の影響で、不要不急の外出自粛の要請が長期間にわ

たって続き、高齢者の方々は、外出を控えた人、運動、趣味の集まりができな

くなったりと、身体的、社会的活動が大幅に減っているところであります。コ

ロナ禍においても第 2 類から第 5 類に緩和されましたが、まだまだ、油断でき

ない状況であります。 

高齢者の方が、自宅で過ごす時間が長くなったり、外出や運動の機会が少な

くなると、筋力が落ちて動けなくなるといった、いわゆる「フレイル」を招き

ます。「フレイル」とは、健常から要介護へ移行する中間の段階と言われてお

り、加齢に伴い、筋力の衰え、疲れやすくなり家に閉じこもりがちになるなど、

年齢を重ねたことで生じやすい衰え全般を指しており、高齢者の多くの場合、

フレイルの時期を経て、徐々に要介護状態に陥ると考えられています。 

そこでお伺いいたします。 

※本町におけるフレイル対策の現状をどのように考えておられるのか。 

※フレイル予防の五本の柱として、運動、社会参加、栄養、口腔ケアに加え

独自の睡眠を加えておられるが、難聴などのヒアリングフレイルについて 

 

2.死亡時の事務手続きについて 

 

町長 

 身内でなくなった際の手続きは、ご遺族が悲しみの中で行わなければなりま

せん。現状、死亡や相続に関する遺族の負担は大きく、今後さらなる高齢化と

なっては、配偶者が高齢となるケースや世帯構成や、家族体系の変化により、

親族が遠方または疎遠になるケース等が増え、ご遺族が行う死亡、相続に関す

る手続きの負担も一層大きくなるものと予想できます。又、様々な手続きを行



わなくてはなりません。 

 申請書の種類や関係各課にまたがり窓口の数も多く、大変であります。ご遺

族にとって手続きそのものの負担だけでなく、心の負担とも考えます。当町に

おいてもご遺族の悲しみに寄り添い、一括ワンストップで手続きを進めるサー

ビスが実施されているところであります。しかし、介護施設に入所されていた

方がなくなられ親族の方が、手続きをされた場合足りない書類があり、届出に

時間がかかり大変だったとお聞きしました。個々の状況によって違いますが、

5 つから 7 つ、町の一覧表を見ますとすべて該当して 17 の手続きが必要にな

ってきます。今 1 つ住民の方に手続きについて周知できていないように思いま

すのでおくやみハンドブック等の作成についてお伺いいたします。 

 また、今年度より死亡手続きについては本庁舎で一括行われています。多く

の方々から、今まで身近な地域局で手続きができていたので助かっていたが、

中区までいかなければいけない、八千代区・加美区の方々は身近な地域局で手

続きが済まされていたのに、倍の距離を、倍の時間をかけていかなければなら

ず車代もいるし、その上手続きが終われば、西脇のやすらぎ苑までいかなけれ

ばならないしと、高齢者の方々からなぜ便利にならずに不便になるのかとの声

が届いています。再度地域局で事務手続きはできないのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

３.  
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